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(2) ThegreatcトPart8_OfasEeBOfbothbeansareBOlu-bュeinwater･ ノ

(3) TheflourofP.angulariswhichwasaddcdhwiththeashofsamc､beamattherateorits●-

Oontez)Ii8fittedforgrow血 ofthelarva. ･＼

.礼(チ) The-flourofP･I,uLgariswllichyaBLaddcdwith■thcや of'p･anOu,Laris･iB.lotfittcd･
-(6) TllCflour1-JOEP.-an9ukriswhichw品 addedwith.theashofLp.I,uEOaris｣8fitted.'
t6) TherもnocationBan-dani0品 hinderingthegrowth.ofthelarvaihtgcashbf･P.I,uEgaris.So

-thei-nl-1ibi!ing- t(TullCCBthel･lrVal̀developmentinP･-vukari8A.1uStLbcorgdni60ohpounds･･･へ

ーSttldiesonノthe host･plamts ofthecPwpca weevil (Cdlosobruchuschl'neniis′I･･)(VIIう
Theinfluence-ofreth̀r甲traCtedmattersof-Phaseolus angularisland-P.vulgariS,

＼
-andthat.ofothやrEats,oilsandSterOIstothedevelopmentofthe_larva.LShbzirbIs'zm
{L~

(National ĝricTlthralEEPerimcntStation) RcccivedJuneニー13･1949･HoLyu･Ka9aku'･13･{.畠2-37･･1919
L(wi_th叫 idllrcsulnCP･37) :ノ＼二 ･°〔
7.アズキゾウ4シの寄主植物に関1.る研究 (弟7報) 古皇植物の羊-テル抽出物並に各排由相,ステ■

･アズキゾウム.r aOLloLrObruchusihinPISisーIj･嘩 汲め
如くア*キその他の重税を喰宕するが'アズキ と同 じ
ph.WoluStこ屈しながらイyわ は宅主となり得な吋 )

号のllR咽 は物理的よりも嘩ろ化学的性質と考へられ･8)

-且イソ〆y巾には生育を阻啓する物質が存在し･10)その

1 ▲′物矧蛾 械組成ではないが卵 殻卑したO_チ1)

本報に於てt嘩 主桁物であるアズキと寄主になり得ぬ~

イyゲVの油脂を比較し,'一万本昆虫の脂肪に枕で若干～

?化学的性HRを調べ,併せて本成虫の生育に及ぼす各位

油脂及スチリyの舵伯を披討L'た.この研究は194.6年末

邸大学に於てナ47年以降出林省忠寮武威場に七行ったも■

ので,稜 御々指鞘を賜った京都大学武居虫 卑生,豊部

試験戯 虫部長浜浅啓氾技官,一畏敬部長佐藤庄太郎淡

色 並に研究を援助された同室研究部こ控謝する.-供試

･油脂は帝国油糧株式会社技術室より,-スデ.)Ll/は京都大

罫 と竿準 井野大先生よ｡憩離 れたもらで･軸 して
､感謝の忠を表す.

1 アズキ及イ㌢ゲンの脂肪･

(a)アズキの脂肪 -一'

, 供試てズキの粗脂肪含丘は次ゐ如くである｡

汰 -}･分 l 粗-脂 肪 如水物TP粗脂肪

'13.29% rl o.65%

,-析出するO不鹸化物申有泉 (1916)1)はPllytOBtCrinを訟

L.め,伊藤 (1941)13)はStJ'gmaEtCrinを確認され,更に新･

＼ Stcrinを見出され,＼その融尽 1530" 〔a).B6-40.85〇

一で,アセチル訪粒体は敵点13･",○' 〔g)']1,6⊥49.890.ベ

ンゾイ九誘IqE休は融点1550である? - ､

アズキ脂肪の脂肪酸は同体酸24.9%,7'tを体h'安75.1%,㌔

固体敵軍ステアリジ酸56%,.<ヾルミチy批 070',j'ンけ

り.職 と考えられるもの.00%,. 液体酸は未知のq8Tr32

92',C18TTBJO2及少畠の.)ノL,シ酸よりなるOアズキ脂肪
の燐脂体は伊藤 (1943)li)によるとレクチ./脇のものは
秘めて少く,多くはアルコール不溶性であり,その性クて

~ ばモノ7Iミノ=抑 旨件で･~rクオリンに十致するOクオリ

.ソの脂肪酸はパルミ≠ン軌 ~ミ.)スチシ軌 オL'イy恨

(?')よりなると推定せられ,ダリセロ旅酸はβ出を少止~一

･含んでいるO-∫- /

(b)イγゲγゐ脂肪

供託イtyゲyほ前執与記した.粗脂肪合良次の迅りで
･ーぁる.1 /

アズキの脂肪の性質昧伊藤信夫 (1941)13)ノによlると,～

比重D T 0.961岳,噺 ヒ掛 76･56'酸債59.74,串率鮮 8 ノ･45,不鹸化物10･89%で奉る｡不鹸化物が著しく多く'7:女キ脂肪を抽出し墓跡こ放置すると白色の大テ1)yが-
*本報告の一部は昭和23年 (1948)10月日本昆虫串
. 倍大針こて誹拭 -

3-r- ′ _ノ

イyゲy_の脂肪に関しては GrimIPe(1911)J4)伊際
年右衛門 (1939)12)の研究があり,それ等よf)摘録すれ

ば妨1衣の如くである√ ∴ ㌔

欝1表 イyゲy脂肪の性質 ■

か 壷 IRA折串 卜- 卜削 臥 l沃糾

0.91ナ9(150)

0.9603(15.50)

1.4861(250)

1.4808(SOU)

135.人
14.9･8



ノ
ー
醜3■l

･
虜
一
組
′･斜血防

慧 ckh.馴 polcIWkcml相 可 耶櫛
GrimlllC(1511)

仰懲(19.79)

アズキと同様に不粛 ヒ物が多く,伊掛まこれ'よりこ札
のステリンを分那JmLi･されたO.

′ (1)酒F'!:･易溶ステリy'F.胡瓜137-30〔,り;汁.73.6ア七

一テル誘導体132-30〔叫 …f一 ･E･.･i I

I -＼/ (Zl酒脚 惰 ステ_9y･融点161-3｡〔化〕諜-45.0アーL･

チル誘導体137-80〔a月,O､丁>/4t.4脂肪矧吉田休機
19.0%'液体概63.3%からなり,.固体酸は主として

､パノ.L言チ渦 で帽 のカルナウノ磯 もあ｡･準体酸J
は88,00/のオレイy酸と約4%の】リノーや階,約7%.

Iのリノレン朽細､らなる占,.

ⅠⅠ アズキ･/ウムシの脂肪含畠及その性質

: -アズキゾウムシの粗脂肪細 は如 毅の如くである.
虜2表 アギ右ゾウムシ粗胴nJ,･の合放 ､● ,

蒜可電話EfILll謡 諾意 4ituh-t;･

戻す｡
●

第3表 アズキゾウムシ半耶旨肪q性質

～.

アズキ中に含まれる約1%の粗脂肪はアズキゾウムシ

の生育に如何なる役割を果しているかを知る巧,アズキ

､を粉挿し,100メ･',-i,'iゼ節ひ,y_ツ▲クスレ二にてェー

テル榔liLた戟麓を既報の粉末飼育方法で飼育し極 革 ,
'=)この技になった0 -

-i947Jl･'･T,月{7.'El産卵 卵数41
I/.7JJ1日 幼山調査 1.2齢生存

〝 2.7口 幼山刑Im,1.-0齢死亡

(/ GJJ19日 ･誰卯 卯放の

りJlr'日 幼虫N.tLJ/E 3仰父は1齢死亡

(宝渦.NaCl飽和浴場で7.q旺調節J

J即ちェ/-テル可溶物を除くit仰化喰入した幼山は極め
-て徐 に々生育するが,11輪から2齢で殉亡し,それ以上

三嵩 ::I,::A._.･蒜,三誌 両i',1.;;I'fl:I:hJ;;I;諾1.:;:;_Ll::芸'.'J-Tl.芸':U;..'';諾 J
-I

て詞だしたが,その,i.Ti光村化した幼山は姓Ifi-.したOこの

～実験は後記するO ,

JjJJイi,〆yのエ1テル柚tl俄 7..tで【上仰化噴入した鰍
＼､血 よ完全なイソゲy同仁7きゃはtJ刑 ;1齢で死亡しちO
i,'以上?尖5分よけ 7.･キ中のユー･テルTTL榊勿矧よ,木尾-■-I

山の生-ilfに必的なものではあるが,それがなくなっても
虹に死亡する弛 まないo或る那 り(柑塑良和rlT"-C･あ句)｢7 Ei
-生存し,且梅めて徐 に々成長し,2相こ退する何件もあ

千一チ鵬的肋 に就ての二三の化学的t蛸 をHS3矧こ▲･~/る○そしてその幼山作ではtftらく休航棚沌形成されたで

可 鮎 r恨可凱 車 軸 備 考
封与4齢
2,♀況分

*敢闘の著しく大であるのは嘩虫を処めるのに時日を
要した眉であらう.

且浮体功旨肪合鼠はその班別 過程によりR･る恥 令

･ 種の屈虫で研究されたO永昆虫を%;Z)各光J]を迫って淡め･

る21T･は,供弱材料があまり小さ過ぎるので実際上不可ljB

で挙 ので,主として4由幼血 兎 成虫しかぬ なか

p､′ つたが,御調に於-t含畠及性質の見る勅 ;わかる｡叉ア
ズキ･/'サムシの体脂肪は寄主であるアズキと他門が遇う
叫も明らかであるO

アズキゾウムツ成虫のェーテル仙川物を蜘 ヒし,その
iZ

不胎化物をク｡､ホルムにYT'iかし,氾就鱈を加えると,

クp､ホルム厨は淡亦桃色,硫限暦は放光を発す｡(S:1･

】kowBki反感)又 LibcrmLtnn･mrd蒜rd反碇は溝赤色

より71;･Bに班化す｡即ちアズキゾウムシにもスチル あ

存在がJi3･えられる0
日 アズキ及イ･/タ･/のエーテル劫由出珪連での飼育
'･ 試敬 .

/■ t ′
ノ･､

′

■■■

あらうOイソゲyではそのエ-̀テル可lTLil生物27のTf7匹と

否とに拘らす全珊1仰匂七亡するO-∫

′ 之等の宍故はエーテル抽tlは不完全であったかも知れ

､ぬ牢 ,柵LH時間を延長してその残敵で剛節 験&'繰返
したが一′やはり同はなfJ.状であったo

IVアズキ及インゲン中bエーテル抽出物の生育に及
ぼす慣価一 I

-イyJ.Y中のユニテル可拾物はアギキゾウムシの生育

に対して適したものであるか否か,換言すればィ./ゲy

で生田しないTS咽 杜その'ェーーテル可柄物に基因してし..ち

か否かを知る矧こ,77.･キ.'J_yゲソを夫々エーテル抽
川後,その帥fJl物と班硫LJt正に交換した ｢人=豆 18)杏

作り,I-ll-テ九･可fT'i物の生相と及ぼす托伯を披討した｡

飼料及岡部 モ於の結果を細_4某に戻すO.■
.･第4表 .アズキ及イyゲソのエーキル抽出物の.有司育 l

/試験 L 一- 1

NP･f 飼 料 億野蒜化馴 竺 -

1
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防 虫 科 屡 鮮 13 碗

/チ

ー突放は更に正確を期ずB'･アズ和 r̀Jlシダウの抗軍令J
IO且澄使用直前に精溜したェ～テルも20時間以上ソ･79-I■

5_I,-I.=て小型の円筒滝紙を珂いて抽出を行ti,､その抽II

.出物と残箆を夫々全部交換して ｢人事豆｣を作り飼育絶

験に供した｡その結果は第5衣に戻す如く前実験の病巣

を裏書きしたo

那 表 ≠7.:キ及イy〆yのエ-テル抽出物の飼-fi-.二
試扱

No･l 飼 ∴料,'溜卵駅zybl凍ぎ
アズキL.Tサ ル抽日周
+アズキエー･テJLJ抽lli

〝

アズキエー
十イ'/ゲソ
㌧Ei

.功
的

〃､～;
ル

･
抽
テ
ル
l

.
テ
ェ

縫
物

液
別

〟 〟

イyゲンエーテJL･抽tLl禎

+アズキエ∵デル坤Lft竹
/O､ l!二..

部
亡
.

･

汁

㍉

L/

i,
:

:碩

十

･

83.

66

69

77

-

…
-
症
-
症
-
;:-

3
-

;･

1

､
一/

-
I-
,.I
..
Jj
-

I.::I
r

F

1

･柑
~
=
縫

し以上の実験時より,アズキのエ▲テル抽LH物を残液に

再び加えても生背するO即ち抽出操作は影響ないO･又抽

町 れた脂肪はそれ等の操作中野 ヒを受けたかも知れ亘

いが'それも生育には影響ないoIテズキの抽出残放たィ

I--yゲy,p抽出物を加えると生fiJす宮.

ー然るにン yゲソの抽出残班にアズ車の抽由物を加えて

も生71'しない部が判明したO-従って･イt/ル のモーテ

ル可榊 如け 空 ダウi シの生育に不適のものではな､

∴ いO換冒すれば,('y和 で生宙しなト､瓜叫 -テル可沿
- 物に生む阻甥物即 ;存在するqではない.又アズキゐェ
-テル抽出物はな主として僻見的に作用しているもので

ノ はない｡. ､

V アズキ･/ウムシの生育に及ぼす各種油脂の債値 ノ

ー第6表 ~各位動栢物油脂の飼育試験

抵分極 か際骨学仁 僻㌦ 考

藤一光 軸

ヒマワリ油
菜 櫨 .油

巨 マ5'油
脂和 子1由
-I

月ヲ忘 項 脱油抽

*

1
8

0
9
1
LCiJ
9

*

･10
9

9
,6
5

6

5

J一

L齢或は2齢にて死亡

長野基野蒜慧‡難 易
化す･るかも知れず
L齢或は2齢にて死亡
3齢4齢に捜す,荏油
と同原 .I
｣齢或は21齢にて死亡
･l齢席に珪するものあり
稀には羽化すると思う

L齢或は2齢rL,で死亡
L齢或は2齢にて死亡

O -･ †/I

*敢闘,鹸化榔 沃素岡を調べたが特に記載+,る必要
.を謎めぬ故省略 ー /.

**産卵致調査せず∴ー

･54

∫
＼ ナズキのエーテル抽出残透に各班の動植物油脂1%をヱ▲
加へて飼再試鼠を行ひ./如向なる油脂の場合生育可能で

あ′るか草調べ′たO供試Fflln旨並に飼育試鮫の鰭光を約6表 ~′
に読す｡ ､

飼育読鮫の結果菜陸地はアズキゾ占ムシの生育に過し二 ㌦
たものである如 きわかった.その他の油脂でも,_2嘩 モ ′ J~

1.ら4潮或は析迄生育した場合もあったOイツゲソIoェ,- ＼′
テル抽出物の飼再試験tと併せて,生育に必雪な油脂は,

-アズキその他の寄主桁物に含まれてい声ものでぱくても ､

-よい≧井が明らかとなったO､

~一 VLアズキゾウムシの生育に及ぼすステリンの彪苛
で ._アズキ或はイyゲソゐェ.-テル抽出桝 -1ICは油脂の他･

I.に隣脂蜂;不敗化物等が育するOアズキ'イyFxに は

I_不放物あ劉 旬引去婆初に記した諸氏の研究で明らかで,

牌 こステリンカ融 ､oIアズキでは StignTTtSterin13/の存 ,

在が確認されているム箪者は之等のチチリyが与の虫の
生育に如何なる役割を果しているかを知るj割こ,-ァズキ

ゐェLf.)棚 出残透に 払olcstelri_n(C271T4301Ⅰ),占･sit-

osterin(CBjfr41'0ⅠⅠ),Stiglr)ZderinてCJ9TrJ701Ⅰ)を夫々

clH, cJHl_ /CHi
′CH-CH=言C

弓H･･

HICc'"H1-cl<}C"H:

, I

CLr3

′ Iや

-ちStiana-st{テi7L

cI工 芸II3,

β-sito如rin側EM Iト Cfr;-JrI2iJft-Cnく蒜 ､ I

･cLr3 /

ql;1rd(ri.lmB･{.-C∫Ⅰ--C･,r･iQIB叫 rCHk i l ; ; ′

l

Tb ～
′ _ L . ㌔ ~ら

加えて飼育試宵試敬を行った｡飼料の配合及結niを約7･
衣に戻す｡1_I

第7零 ステ1)ソの飼育試験

Fo.l .飼 料 億卵閉塞イ?
!･Tl-.ft'hl" 一̂一岳～.､十'_l▲心 ri｡1中 lt

二 三 三 ∴ 二

し. 飼育試於の捌 ミ之等のステリン去;生血 に正賓な役割を
＼

央している都を知った.叉スチリyほ供試した3.租の仰/

⊂:i
■

､ヽ
(

ー /
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F!j Et fLl.か■
れでも南料のI.%の71鹿でよく生計するO之等のステ.) _

Yが存在すれば州 亨'射 ヒ水=邦･'色弘 大馴持株等旭のエ 1

-1テル可TT'経と物Tlは肘 一に必Znのものではない,.

､､､,,スチリyの作用に耽いては,琴に之を碓認するか ･-:{

キをTVに記したと同じrl･:忠泰以て抽出した残班に_qiGrl仁

nlr,長狙組曲を祁い,之に 仇olcsterizlを加えて r人 ー

工豆】を作り飼育試.=F数を行ったO
～

訟伽に油,長狼娘油は前記したrnl桐ゐF'iJlt:pt於の純米
位も生育の悪かったものであるO飼料nduJl北にMfi-i.T.'火
を妨8衣に京iro

第8表ーコL'ネチリyの飼育試験

No･l● 飼 【 料 酎蒜璃隼垂妻

_飼育試駿の結鼎,.油脂だけ添加した域合は約6炎と同tL
‡,芸に完全な発宇陀 しないが,之に CllOlでstcriLlが1%加
えられるとよく成長し成虫が羽化するO文史等の油脂を
加えずに Chok6terinたけを泳加すれば生汁T･る;'Jr･から

第 9表 一二 三 Ei

1 -

VII軍 摂 ′･
将化した幼山が成叫こなる迄の那花R.EL7;ZIキlle'･綜il'･
とする似合,約1{Jn.gである｡*この19･叩 申に今朝 しろ 一

脂漣かま合皿を1%とすれば0.1_91ng となt)'アズキy'Tl

A-yゐ幼血 蛸の戒も時)tJ)に於ける体脂肪より泣かに少
いOアズキゾウム-yの脚 旨肪がアズキの脂肪にのみll]来

するとしたら,早?幾捌かを供給するに過ぎたtlto即ち

アズキ/ウムyも寄主の脂.埠h頻 の物質よ')体脂IV'･相

成すると云えるOづ乙等主の脂肪或は生育し得た脂肪とア

17:'キゾウムシQ,脂.Viが見る性質を示す革もそ?七証櫨で

あろう.更にエーラ/L抽出したアズキに去羊.)yをjJnえ

た域声に正常な那 托 した=-Flrrから明らかに証明.されたo
戊虫の脂肋 ;,企物申-O光白質或は淡水化物から合成さ
れる三脚ま班に多くの研究があるO-アズ右ゾウムシが7_ズ

キゐ如向なるJm戒から脚 削蜂 合成するか句撒認するの
は困難であるが,-アズキの三7三成分である淡/k化物 (主と

して澱粉)'Zi式日がそD:-i潜 な御.ljを力!･してい る と考え
られるO

I;:■
'Iと虫の脂肪に閃+る研究は蚤脚を於いては'押胴折と
してqWL'のない1部娘.めて少ないO二三耽):17のLa虫脂肪の
性㌍む掛 ずると約9衣の如くである｡

＼ヽ--一~
ステリンが戊山のエー'.テル棚 朋勿巾に存在する叫は欧

ヽヽ
虫 油 の 性 クてー

1) 辻本浦九 (19..08)東工試取 2365-78 三三)

的11指の-1f鮒 ま生育に無関係である窮を京すO同時に軍畑

･仁肌の如き敵性油でも,鯨油ゐ如き動物机でも何等満作

･川クない部を7-I-=すO丈にIPより出現した成虫も脂肪が11:
r:'･在する払 州ヲ肌のG.･･)料よ-り脚 旨肪を令成する由を証明

+ 柄企皿に試ては別W{IC･述べる
'＼､ H Uvnrov]LTt･P･(1958)JmnlB･Fult･Soc･I･on(1･70ー_05

r'･-:7▲13(江畔仲三訳 (1931)凡虫のT4t光と新陳代
謝)に上くまとめられてゐ乙｡･

- mn-b三CyBteJOlに盃いては次の文献を参.qされ庇

いO/ -一
粒rgl-1ium,W(19.1･l)::∫.lliol二ol'C-m.107.527-632
川崎正太郎 (1935,J37);熊野灘琵古55,57

尾崎･呼-(1943);正則出撃と別産拘利用384･*91
I ′

揮田統'倉円正郎 (1932)IIBiochcm:16129-139
1

に蚕TgTJ,イナゴ呼に/J.17られ,黍鯛のスチリ̂/はIhmbic･

甲かrol(Thlb王cf6tCrO))***と名付けられICいるO.アズ

キ./サムシの不鹸化物小にも墨色反感だけではあるが,

或る柾のステ1)yの存在を恩はやるO

ス即 .γが戊虫の生育に必要である軸 ま二三 の丘虫に
よって突放されたOIIobSOn,R･p-(1935a;b)6･7)は 別一･

ow-f】Y(LucirlaBetricElt1.,AIgl･)･の幼虫の生育に必要か

脂溶性物質として 仇olester享nを東め,取gostcr;n'ILL･-

nosterin,STtostcrinは 仇̀oresterinより生育促進作用

･が劣り,自然の刷撤去その内に含まれる_PhQlesterinか ●

Sitostcrinの含故が生ヂ1'に関係があfJ,脂肪酸や肥料Jj:

･>･ィクミン(.S必ガでなt.:.Jf･を灘qH･･したoGtly･F･J･ ､
(1938)l)紘-ラジ17カツヲブyム-y(DL･rmeSteSVulp･'

3:i
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I / ′ /.防 虫 科 ギ 節ー1摘 ､
/inuBF.)の生執こCholestcrlnが必須であることを見出

＼した｡Chiu,S.F.and(】.M.AIcqly(1939)2)が,.̂ 誠一
nthoscclide8(去Hruchus)obtect.uBの飼料として,Red

/

kid.ICYhcrul(PhaseoEusvulgaris)o_粉末をェ-テル抽出 ′'

した班紙では生育しなL',が,之にCholcstcrinを3%加

えると出ffする!_lfを報告したO聾者はア女キ ダウム シ

･が,アズキのエーテノ摘 出残透では生育しない町 之に1

Cholc品crinT St;gで一･,usterip,'B･Silos画 nの何れかを加

へた切か吋れもよく生育した｡従って之等てメゾウ如9

-生籾こはえテ如 ,が重要な役割を果しているものと考え.+JL/

られる.而してそのチテリンはChiu等のA･obtectusの場

/ 合吟 CholestBrinを3%加えた場合のみで,,他のステリ

ン粗の実験;ま行ってし'伽 ､A.;･＼アズキゾウ'Lシでは､Ch･

ole8teriu とは限らず'桁物ステDyである Stigmast.e･ノ J
;･in,β-sitosterin.を夫々1%加えると生育した.A.ob･巳;iil

J tal7LS'でも同比なのではなかろうかO之Lb等:のLHステ.)ソが
存在すれば,他のエーテル可矧生物矧印ち脂肪軌 油脂,-I

脚 的 ,*卿 b水素,脂敵性$4'3,'ミン桝等比生育に必 1

-的なものでない耕 土極広て興味あるOI●一■

スチリγが如何なる生理作用を行うかは,日下結論す

′一･る郁杜不可能であ声が,･ア妻キ巾のサポニンと関係があ ･
るのかも知れぬO遠⊆本飼料のFu釦 n何によって抹生育に

必的なものでlちないかも知れぬ,アズキ,イy〆ンのエ■

-テル抽出物には之等嘩物スーテリyが多く含まれる軌

Iラ ズキの三一テル抽出機法に末位油を加えた場合よぐ虫

二 在する)よヤ,ア*キゾウムシが,てズキで生-i_fするの

l羊'それに含有されるステリンが蛮習な意義を持ってい

る≡蜘土確かである｡ー
､′

∴ 供試したスチリYは･碍造式に読した如く, 5;Oに

=盈結合がありI3の位置の-OIIと10D-Clr3品は cllB
■■

-の関係にあるO従?てその化学構治の相違による生育作

用を準ぺる執 こよってステ.)./0-必要な理知 域 る程度 ＼

わかるも?と思われる,ステリンの母板即ちCyclopent一

㌧ahophcntLnthren を有す声化合物&･%の粗似化合物に拝 -

､脚汁軌 性ホルモン,:T>'T4クミyD,サポニンの｣一周 等

次にアズキゾウムシがイy〆yで生百しない城田は約

4･5寂の闘 軍験｡轡 果朗らかな叩く,その主-テル可
溶物に基因するものでなvI･.即ち生育阻諾物質が存在す

:ると最 ･モーテル不溶物中に存+るOゴy竺誓 キ
'-テル抽出物は寧ろアズキゾウムyの生育に過したもの

トであると云えfう.

.'､伊雌 (1941) 12)一に≠ると粗脂肪の23.G%
++ ダイ,タミ./Dは研究を要する0
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アズキのエーテル抽出機漆に令瞳の独眼を卿 目した飼

育試験は,その油脂の抽出方法,精選新円何,抽出後の時間

及環矧 こより,或る程度変化するものであるからiその

荒警 莞 芸?i芸£監 宝器 誓 芸濃 諾詣 芝 一

全部1齢で死亡する部がないのは,､油脂の柾笑納H何はあ .

′豊芸poB慧E;這芸諾 由芸言芝LS%崇 警 賃Pjtbt豊 主よ_～●

制限因子となったと解されるO

･ 以上の実験に放て筆者は二つの重要な間Lmに触れ七な ,

いO即ち滑化酵素特にエステラーゼと腸内微坐物のru]超 ′ ･～

である.之等は将来の研究を侍って報告し虻いo

vlll要 ィ.- l 串

-′(1) アズキゾウムタ,0寄主捕物そあるアズキ Pll脱Olua

fLnguhri8と寄主にならぬイyゲソ､P･vulgar王8 の脂肪

を比較し,｣方アズキゾウムγの脂融こ就て菅千の化学

的性質を調べたO .

J2) アズキ粉末をェ-テル抽出しrその不溶物で飼付す
ると,.アズキゾウL"シは生育しないが,インゲンに於け

る如ぐ,劉 1齢死亡する耕 土なく'.可なり長矧日比存

一するOイy犬ソのエーテル不溶物で飼育すると,エー与

ソレ可溶物の存在する時と同様に全部1齢で死t=するO- ､

(3) アズキのエーテル不溶物にイyゲyのエーテル抽tll

･′物を加える-とアズキ･.)'ウムシほ生訂するO然るにイy〆
′

-ソわェJfル不溶物にアズキのエーテル抽出物を加えて

も生育しないO従ってイソゲソで生ffLないのはそのエ

-テル可淋掛川こ生育阻茸物質が存在するのではない｡-

(4) アズキのLl二≠ル不滞伽こ10延焼の動値物油脂を夫
加々えて飼育すると,アズキゾワムシの寄主植物でない

栢物の油脂でも生育する.ものがあるo従って寄主柄物の

油脂は特只的なものではない/

(5) アズキの.エーテル不溶物にCholcEtCrin･β･Sito如rin･.

-/stig-I,恥teri'n.を夫々1%加えると生育す･50アズキで生

一発している○

(Gl.アズキγウムシはその寄主柄物の脂肪以外の桝 ‡1.

り,自己の脚 旨JV,･を合成し得る｡ l

文 献

(1)和泉方枚 (1916)′札幌疫林学会報8,'33,1-7
2),Llhiu･S･F･dldC･も1･McPとIi(1939)'Ann.･胤t･ -,-
Soo.̂ ･LllCr.32,1,161～170

3)Th B,･A.a.(1936)Prod.Roy･hlt.goo.山中 ･
85,363-377

4)Gay,F.Ⅰ･(1938)J･Exp･Zool■79'_93-107/

5)GrinluC(1911)◆Phar!Ll･Zentral･/52-1141
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防ー虫.科 砕̀ 肝 13 班

(Winton(1935)StructureEuldOon-psitionof
foodSⅠⅠ,ThnsTIpller(1933)ChcTnictnddeclll
no】ogJ'cderprhnZlichenOlcund_Fette.)

(I)Trot卿n'R･P･(1935a)刊ochem;∫･29,1292-1mi

7)- (-0)it'札 292023～.0026m～

8)L石-jF数字甥;(1948)新地払 1,ll-1.A
g)- (づ .噺 Jl独学去及厭用耽物学会にて御荘;‡

10).T (-) (/t '-

11)一一 (｢) 〝 ･

12)伊藤牛歩街門 (1939)濃芸化学誌15,9'885

13)一伊藤信夫 (1941)同誌 Y7,12,10051-1008

14)チ (1943)/同誌 19,1,,1-6 ･
1.r.)篠田統 (i932)動物学洋語 44,53

'y b'um71的ry.
㌔∫

Inthe.prese'ntpitPCrthM uthorintcr･'-8tO.め1-ParethefュltOÊ dzukibean(PhseoEusan9uEaris)with

themnleOfkidneybean(Pha2品ruSt叫 qt'&)･becauBCthefotnlerlBhost･plantbH heeowpcaT繭 il
(CaEEofobruehuschincnsistJ･)whilcthehtteriS̀not_王nq,iteortl.cmmegenuS･.･_･ ～

Th c-Elnn)Ytl'cnlandreedhgcZpcrirnenttTIre.TtSl01low:

(I) ThelilrVaC､ofthtiswccvilcflnnotdcvc)opinthecthcrinB-oluble_plattC180hldzukibe叫 and
■′

(2) W71entlleL･tkr60】ublcmtterEOfkidllCybe.qlWitB爪dd(dinthe'cthcriJILOluhlolmI'ttcr80(一adzt.ki/
,beftn.tllehrv.leOrthi月-ivccvildcvclopcdnorniLllY･While′thocther齢IublcTmttCr80r＼the tLdzukl
bcanw･旭ftddcdinthecthcrinS'olublcn7ZIttCrSOf･kidney-beLtnI'thc lllrulC･d,,Bt notdev-elopでd mnd

diedatthe･1.ttlJuterl王Irii"･Dyth=?retwnthectllCr｡ublcノt,Tntt"B† knlW beando班 nOt?･紬insllt血nC〔87Jind山 一gt】lCdcvcloplllent′0(tllChrvLI.

(.i)-1VllCnthetenklpd80rrllt拙doill').ichれre･extmCte√irohlP】.'dsnn'tL'Vlitl叫 waBmdd'd
eEtChlntlle'ctlleriJIS01ublelr･fLttCrB_0(fLdTzukihc.ln,some0((rlCt飢lCllits rnPOOil wlu fitted for
growthort】lCILTtrvne･TllCrCloretlle･rELt80日10St-I,l仙tfLrCnotFr杷dricforthonutritionortllehrva･

(4)lVllennnyOf-cho】e血rolI β-Bitosteroland6t.'gn-ftBtCrOliS邑tddcdJ'nctllCr.insolublcmttc.80r

nd2ukiknnZltthe､mteof1I℃rCCntTthehrvaedevelopnorm-Llly･Stjgl"ttSterOl･i8rL 他 l1-叩 ICnt'orI

tn)劉rnn;(hbler"iLdue'orlnd和kil灯Lq. Ste,olgcent(王ncdinnd冗IlkibclulPhynn i叩 OrtilntrO]cofliコ■
thegrowth･ l

･(5)′Cludc.ratcontentofcowfK,I,1､WCeyil王818･92% 享nthehrvLl,21･･13,Oof il-I-t】P tLnd 12･31%

inadult･Some--ofthcchc,niczllprorcrtle80fthosbaredcter一一一in"1･ .
(6)払wpc打WCCVi】deve】or6intllChost-phltWit110utlilt,'ttndrGr7-,8titsownlLltfrom tlleOther＼
nlllteriL17S. ＼

∴l.

OntIleLethalEffectsofJtheHouseholdPyretTtrtlm EmtllsiontotheLarvaofthe
I . . _ ･ 一･･

common IIotlSe n4osquito (C･uleE P21piinlsJvar.●phllen√coOuLL,.TT).~StudieB dn the

JJiological Assay oH msecticides･-VI･ -Sumio/NAGtASAWAf (pror･Dr･Tltkci･8hltnrZltOry,､t
＼l

TI一｡itutcTorChemicalRcSearCh,,Kyotothlvcrsity tTtndPyrcthrum r岬 でeljnnThrenuorJltrL･ulSprCiLll
/̂ gricu.tJur爪" roductAssoci中 ･)ReTceivevd'July30,1919･ふ,yu･Ka9aku13:37-･11･1949･′(lVilhm一gl=sh

′ ヽ
R由叩き,p.･11). l 一 /

8･防疫除轟菊石油乳剤のアカイエカ助農に封する殺轟効果に就いて軍讃最期の生物試飴に関する研究

如 報 長滞納火(最 大聯化脚 光弼 屈折先払 日本特殊凸産物紳 除虫槻 串放査所)や 7･30.受付
1.相 . ･ 甘

酢者は19･18咋32'アカイLj,(C'uEr.xpipicnstw･palEens
･CoQU]LLETT) の鮒を用いて,防比牧山菊石油乳剤数班■-.-
* 岬 特殊比花柳 綿 耽れ茄W.7.頑在所生杓試金郊

の生物試臨検JjEを行ったが.その結果は旺l堵 掛 と於て
詳細に報告した｡本報はi947年,その幼虫を用いて同様●ヽ

'の設定を行った結果を大略とりまとめたものであるO而

して未矧 こ於て≦Tf者が述べようとする所は,7,カイエカ

＼の幼虫を供試E-a虫とす'8生物試放方法の記載と,B】iESの

＼ ●
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